2007年度夏学期　前期課程「国際関係論１」試験問題（大江　博　担当） ７月26日（木）１限　実施 ・試験時間　90分　・解答用紙　両面1枚　・持ち込み不可

１．次の文章が正しければ、○を、間違っていれば、×を付け、間違いの文章については、どこが間違っているか述べよ。（解答用紙に、（１)〇、（２）×といった具合に記入し、×の後に、その理由を記してください。）

（１）中国は、外資規制を強化し、国内資本を保護する行う形で、経済発展を実現してきている。

（２）湾岸戦争における武力行使容認決議は、決議６８７である。

（３）多国籍軍が、国連の集団安全保障の機能を果たすことができることは、国連憲章第7章に規定されている。

（４）自衛権の発動には、安保理決議によるエンドースメントが必要である。

（５）集団自衛権の発動のためには、必ずしも、安全保障条約を締結していることや、個別的自衛権を発動する国からの明示の要請があることは求められていないというのが、学説での有力説である。

（６）2003年のイラク戦争に際しては、中・露のみならず、仏・英も、新たな武力行使容認決議が採択されていないことを理由に反対した。

（７）国連憲章は、人道上の理由で武力介入を行うことを認めていない。

（８）京都議定書では、2008年から2012年までの温室効果ガスの排出量の平均を、1990年の排出量に比して、国ごと（EUについては、EU全体）の削減率に従い削減することが求められている。

（９）2005年に、日本、独、インド、ブラジルにより提案が検討された安保理改革に関するG４案は、拒否権については、現常任理事国と新たに選出される常任理事国との間で、差をつけないという内容であった。

（１０）安保理決議に関する枠組み決議案を可決するためには、全加盟国の３分の２の賛成と常任理事国の賛成または棄権が必要である。

（１１）人間の安全保障という概念は、1994年にUNHCRにより、唱えられたのが初めてである。

（１２）人間の安全保障を外交の中心に据えているのは、日本とオーストラリアである。

（１３）1993～94年の朝鮮半島の危機は、カーター元米大統領の訪朝で、一応の収まりを見、1994年には、北朝鮮が核を放棄する代わりに、北朝鮮に軽水炉を供与するためKEDOが設立された。

（１４）1998年の北朝鮮のミサイル実験を受けて、安保理では、国連憲章第7章に基づく制裁決議が採択された。

（１５）イランは北朝鮮とは違い、ウラン濃縮等の活動は、核の平和利用のためであると主張し、核兵器開発は否定している。

２．次の問題から一問を選択し、論ぜよ。

（１）9.11同時多発テロ事件を受けて、米国等が行ったアフガニスタンに対する攻撃は、どのような国際法上の根拠に基づき行われたか。また、テロ事件を行ったのは、ビン・ラディンらのアルカイーダによるものであり、アフガニスタンという国によるものではないのに、アフガニスタンの領域主権を侵して、攻撃が行われたことをどう考えるか。

（２）気候変動問題の解決には、所謂「ポスト京都」といわれる枠組みをどのようなものにすることが必要であると思うか。京都議定書の問題点に触れつつ論ぜよ。

（３）人間の安全保障という概念を導入することの意義・付加価値について論ぜよ。

（４）北朝鮮のミサイル実験について、1998年と2006年の場合で、国際社会の反応について、違いが見られたのは、なぜであると思うか。

３．この授業についてのコメントを書いてください。これは、採点には関係ありませんが、来年からの参考にします。授業に、あまり出席しなかった人は、なぜ、授業に出なかったのか、それにもかかわらず、なぜ、試験を受けたか、正直に書いてください。

